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第 3 章では，テストデータの自動生成に対する試行錯誤法のJ性能向上について考察している O 試行錯
誤法は優れた適用d性を持っと考えられるものの，効率の点に問題があり，実用的な方法ではなかった。
新しく，線形なパス述語に対して乱数の値の範囲の動的なしぼり込みを，非線形な条件式を含んだパス
述語に対して試行錯誤の過程で線形化しさらに変数の決定順序を考慮する方法を，さらに不定な配列参
照を含んだパス述語に対し変数の決定順序を動的に定める手法を考案し，これらの手法の有効性を実験
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によって評価している。
第 4 章は，結論であって，本研究で得られた成果を要約して述べている。
論文の審査結果の要旨
ソフトウェアのテスト技術はソフトウェアライフサイクルを通じて極めて重要な技術であり，テスト
手法ならびに支援ツールの高性能化が望まれてきている。本論文は，プログラムテスト支援ツールの中
でもっとも強力なものと考えられるテストケース自動生成システムの高性能化を課題にして新しい着想
を展開したものであって次のような成果をあげている。
(1) テストケースの自動生成に関して，テストパス生成とテストデータ生成を同時に並行して行う同時
並行法を提案し，この手法の効率を，従来のまずテストパスを生成しその後にテストデータを生成する
分離法と比較して，的確に評価し，この手法によってテストケース自動生成の高効率化が期待できるこ
とを明らかにしている。
(2) 同時並行法のもとでのテスト作業におけるアサーションの用法について考察し，アサーションの活
用がテストの信頼性を向上させること，かっアサーションエラー検出の自動化が同時並行法のもとで実
際的であり，有効であることを見い出しているO
(3) テストデータの自動生成におけるパス述語解法のひとつである試行錯誤法について，そのふるまい
を解析して解法を高性能化するための指針を明確にし，線形なパス述語に対して乱数の値の範囲を動的
にしぼりこむ手法，非線形な条件式を含んだパス述語に対して試行錯誤の過程で線形化しさらに変数の
決定!闘亨を考慮する手法，不定な配列参照を含んだパス述語に対して変数の決定順序を動的に定める手
法を考案し，これらの手法の有効性を実験によって確認しているO
以上のように，本論文はテストケース自動生成システムの高性能化のためのいくつかの新しい技法を
考案し，プログラムテスト支援ツールとしての実用性を大きく前進させたものであって，ソフトウェア
工学，コンビュータサイエンスの発展に寄与するところが大きい。よって，本論文は博士論文として価
値あるものと認める。
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